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論文内容の要旨
本研究は、終末期在宅がん療養者の看取りを行った家族が語るライフヒストリーの文脈の中
で、家族の看取りの体験を、家族がどのように認識しているのかを明らかにすることを目的と
した質的記述的研究である。高知県立大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した（承認番
号 看研倫 14-04）。利益相反はない。研究協力者は、終末期在宅がん療養者の夫を自宅で看取
った妻である。看取り後 6ヶ月が経過し、調査時安定した地域生活を送り、看取りに至る家族
の歴史を語ってもよいと積極的な同意が得られた 11名であった。データ収集期間は、平成 26
年 8 月から平成 27 年 3 月であった。データ収集方法は、半構成的面接調査法により行った。
インタビュー内容は、研究協力者の同意を得て録音を行い、逐語録を作成し、質的記述的分析
法により分析を行った。
倫理的配慮として、研究協力への自由意思を尊重し、研究協力を承諾し同意した後であって
も自由に撤回や辞退が行えること、研究協力への取り消しによっても不利益が生じないこと、
研究協力者とその家族、他界家族の個人情報の保護を保証した。看取りに至る当時を回想する
ことにより、研究協力者に精神的動揺が生じた場合には、調査を中止して研究者が責任をもち
対応を行うことを保証した。口頭と文書による説明を行った後、同意書への署名により、研究
協力への同意を確認して調査を行った。
 分析の結果、終末期在宅がん療養者の看取りを行った家族が語るライフヒストリーの文脈か
ら、家族の看取りの体験に対する認識として、8 つのカテゴリーが抽出された。家族は療養者
と共にがんの告知を受け、【発病による家族共振】という共に揺れ動く心情にあった。がん治療
に対して医療への期待をもち、【医療を対象化】して捉える家族の認識があった。家族は、家族
としての人生を全うするために【与えられた時間】と捉え、がん性疼痛に対処する家族の限界
を感じながらも、家族の力によって看取りを行うという【看取りの家族化】という姿勢をもち
臨んでいた。家族は看取りを行うことが人生を考える契機であったとして、【看取りの人生化】
という意識に至っていた。家族が看取りを行うことに対して、充実した支援という【社会の補
完性】があり、その支援によって主体性が発揮できたと家族は捉えていた。家族は看取りを経
  
験して、長年築かれた【家族相互性の涵養】と、看取り後も家族であるという永遠性を実感し、
家族の【記憶を再構成化】していることが明らかとなった。 
これらの８つのカテゴリーから、終末期在宅がん療養者の看取りを行った家族が語るライフ
ヒストリーには、『時間と現実への対峙』『家族看取りの社会相互性』『家族不変性を記憶化』と
いう３つの様相があると考えられた。 
 本研究の結果より、終末期在宅がん療養者の看取りを行った家族が語るライフヒストリーの
文脈において、家族は看取りの体験について、がんの発病により時間と現実に対峙し、社会と
の相互性により看取りに至り、看取り後も変わることなく家族としての思いを再び記憶してい
くことと認識していることが明らかとなった。 
審査結果の要旨 
がんは 1981年以降、我が国の死亡原因第一位であり、およそ 3.5人にひとりががんで亡く
なっている。近年の在宅医療推進の動向を受けて、在宅での看取りにおいては訪問看護が重要
な役割を担っている。在宅で看取りを行う家族介護者が、訪問看護師に向けて家族の歴史を振
り返り語ることが報告されており、これらの家族への看護支援として語りを促す、聴くことが
実践されているが、家族が何を語るのか、そのことにどのような意味があるのかについては明
らかにされないまま、経験的に看護実践が行われている状況がある。本研究は、終末期がん患
者を自宅で看取った家族が、その看取りの体験をどのように認識しているのかを明らかにする
ことを目的としている。 
本研究では、ライフヒストリーを「人生における転機となる出来事をとおして、社会や他者・
家族との互いに影響しあう中で自己形成を行うという経験について、話し手と聞き手による対
話的な相互作用によって、意味を見出し、共有し、解釈することによって、共同で意味を作り
出すこと」と定義し、終末期がん療養者を自宅で看取った体験を家族がどのように認識してい
るのかを、家族が語るライフヒストリーの文脈の中で明らかにしている。がんに罹患した家族
員を在宅で看取るという家族の体験を、家族の歴史という文脈の中で明らかにしようとした点
が本研究の独創的な点である。 
終末期がん療養者の夫を自宅で看取った妻 11名のインタビュー内容から、終末期がん患者
を自宅で看取った家族の看取りの体験を【発病による家族共振】【医療を対象化】【与えられた
時間】【看取りの家族化】【看取りを人生化】【社会の補完性】【家族相互性の涵養】【記憶を再構
成化】の８つに概念化したことは、本研究の優れた点である。さらに、終末期在宅がん療養者
の看取りを行った家族が語るライフヒストリーの様相として、『時間と現実への対峙』『家族看
取りの社会相互性』『家族不変性を記憶化』の３つを見出したことは、独創的であると言える。
この結果は、山村氏が長期にわたって、この研究フィールドにコミットしてきた経験によって
裏付けられている。家族の看取りの体験が、療養者と配偶者の二者関係の中での経験にとどま
らず、家族という集団、さらには社会との相互作用の中に位置づけられていることを明らかに
したことは、家族看護学研究として優れた成果である。また、看取りに至る限りある時間の中
での経験が、看取り後にも続く家族としての時間の再編につながっており、それゆえに看取り
後も家族としての永遠的な感覚が保持され、変わることのない関係性を記憶にとどめるという、
まさに家族が紡ぐ歴史の様相を見出したことは、非常に優れた点である。 
  
本審査委員会では、終末期がん療養者の夫を自宅で看取った妻の経験を家族の歴史の文脈の
中でとらえるという研究の視点の独創性、そのデータについて、夫婦という二者関係にとどま
ることなく、家族という集団、さらには社会との相互性の中で読み解いた結果の独創性を高く
評価した。 
以上のことから、本審査委員会は、本論文は、研究への着実な取り組みがなされ、緻密なデ
ータ分析、研究成果の独創性、論理的な論証による考察、研究成果の有用性と実践への適用可
能性、在宅がん療養者を看取った家族だけでなく、家族看護学全体の発展に寄与する学術的価
値があり、博士（看護学）の学位授与に値する研究成果であることを認めた。今後は、看取り
を行った家族が経験を語ることの意味をふまえ、家族看護実践への活用に関しても、研究を進
め、発展させていくことを期待している。         
